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研究成果の概要（和文）：両大戦間のプラハは「ロシアのオクスフォード」と呼ばれるような、

亡命ロシアの教育・学術の中心地だった。本研究では、亡命ロシア人の文学サークル「庵」や

プラハ言語学サークル、チェコスロヴァキアのアヴァンギャルドグループ「デベトシル」らの

活動を通して、プラハにおけるロシア文化とチェコ文化との文化の交錯の実態を探るとともに、

当時のチェコ文化の活況が、かなりの部分その「多民族性」に由来していることを明らかにし

た。 

 
研究成果の概要（英文）：Between two World Wars Prague was the center of education and 
learning of Russian emigration, and was called “Russian Oxford”. Our study tried to 
investigate the cultural interchange between Russian culture and Czech culture in Prague 
by studying activities of “Hermitage”, “The Prague Linguistic Circle” and 
“Devetsil”. And we concluded that prosperities of Czech culture between two Wars 
depended largely on its ‘multiethnicity’. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 従来の亡命ロシア文化研究は、パリや
ベルリンのような西欧の都市を中心に行わ
れていて、チェコスロヴァキアのようなスラ
ヴ諸国における亡命文化の研究は遅れてい

た。 
 
(2) プラハにおける比較文化研究は、ドイ
ツ文化・ユダヤ文化とのかかわりが主で、ロ
シア文化とのかかわりは、これまであまり研
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究されてこなかった。 

 

(3) これまでの亡命文化研究は政治・社会
研究や文学研究が主で、演劇・美術・思想な
どを含んだ文化研究はほとんど行われてい
なかった。 
 
(4) こうした観点から両大戦間のプラハに
おけるロシア文化とチェコ文化とのかかわ
りを、文学・演劇・美術・思想など幅広い視
野から研究することをめざした。 
 
２．研究の目的 
(1) プラハにおける亡命ロシア人の文化活
動を文学だけでなく、演劇・美術・思想など
幅広い領域にわたって検証し、チェコ文化と
のかかわりの中で再検討する。 
 
(2) プラハを中心に活動していたチェコ・
アヴァンギャルドの芸術理論や実践活動を
跡付け、そこにおよぼしたロシア・アヴァン
ギャルドや社会主義リアリズムの影響の意
味を考察する。 
 
(3) 両大戦間のチェコ文化の活況をプラハ
言語学サークルとプラハ哲学サークルを中
心に検証し、そこで「多民族性」が果たした
役割を歴史的視点も交えて考察する。 
 
(4) プラハの文化遺産に見られる「多民族
性」と、多層的な都市文化の様相について、
プラハにおける墓地の表象を中心にして文
化史的に考察する。 
 
(5) 以上の研究をもとに、両大戦間のプラ
ハを舞台にした亡命ロシア文化やロシア・ア
ヴァンギャルド文化とチェコ文化との文化
の交錯を、文学・演劇・美術・思想など幅広
い領域にわたって文化史的に再検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) チェコスロヴァキアで刊行されていた
亡命ロシアの新聞・雑誌や、当時の回想録・
歴史的ドキュメントなどを調査して亡命者
の文化活動を跡付ける。 
 
(2) ソヴィエト国内のロシア・アヴァンギ
ャルド文献とチェコスロヴァキアのアヴァ
ンギャルド文献を渉猟し、両者の関係につい
て具体的なイメージをつかむ。 
 
(3) 現地プラハの図書館・文書館などで資
料調査を行い、当時の資料を収集するととも
に、現地調査を行って、多層的な文化活動の
立体化を図る。 
 
(4) 作家、芸術家、思想家らの著作を原文

で精読して、彼らの作品を味わうとともに、
その思想を咀嚼し、その意義を歴史の中に位
置づける。 
 
(5) 毎年開かれる研究会で適宜成果を発表
し、メンバーから批判を仰ぐとともに、招聘
した他分野の専門家から新たな知見を得て、
その後の研究に役立てる。 
 
(6) 以上の成果を逐次紀要等に発表して研
究の発展を図り、最終年度にはメンバー全員
が執筆する研究成果報告書をまとめてホー
ムページ上に公開する。 
 
４．研究成果 
(1) アルフレッド・ベーム率いる文学サー
クル「庵」のメンバーたちは、「現代性」を
掲げて、パリの亡命詩人たちとは異なった、
実験的要素の強い独自の文学活動を行った
が、それは従来言われてきたような親ソヴィ
エト的なものではなく、むしろ親アヴァンギ
ャルド的なものだったことを明らかにして、
パリで論陣を張ったアダモーヴィチ、ホダセ
ーヴィチらと、プラハで活躍したスローニム、
ベームらの間で繰り広げられた亡命ロシア
の文学論争の評価に新たな視点を切り開い
た。 
 
（2） チェコのアヴァンギャルドサークル
「デベトシル」の中心メンバーだったカレ
ル・タイゲの評論活動や芸術的実践を追うこ
とにより、従来ソヴィエト・ロシア固有のも
のとされてきた、社会主義リアリズムとアヴ
ァンギャルドをめぐる論争が、チェコスロヴ
ァキアでも活発に行われていたことを明ら
かにした。そして、ミラン・クンデラやスヴ
ェトラーナ・ボイムの所説と比べて明確にな
ったタイゲの社会主義リアリズム批判の先
進性は、これまで軽視されてきたチェコ・ア
ヴァンギャルドの意義の再評価につながる
にちがいない。 
 
（3） プラハ言語学サークルやプラハ哲学
サークルにおけるヤコブソン、カルツェフス
キーらのロシア人、マテジウス、パトチカら
のチェコ人、ウーティツ、グルーベらのドイ
ツ人の活躍を検証することにより、両大戦間
のチェコ文化の活況が「多民族性」に由来し
ていることを解き明かしたが、その「多民族
性」とはハプスブルク帝国時代から引き継い
だものばかりでなく、マサリク大統領時代の
開放的な政治社会体制が呼び寄せた亡命者
にも多くを負っていることを明らかにして、
戦間期チェコスロヴァキア文化史を読み解
く新たな視点を提起した。 
 
（4） 墓地の文化史を考察する手がかりと



 

 

してダニエラ・ホドロヴァーの小説『憂いの
都市』で扱われているプラハのオルシャヌィ
墓地を取り上げ、そこにはドイツ人・ユダヤ
人・ロシア人・ウクライナ人などさまざまな
民族の記憶がとどめられ、プラハの都市文化
の多層性が埋め込まれていることを明らか
にしたが、このことは文化史における墓地の
意味を再認識し、プラハの文化の「多民族性」
を考える新たな視野を切り開いたものとい
えるだろう。 
 
（5） チェコスロヴァキアの初代大統領マ
サリクが提唱した、「ロシア行為」と呼ばれ
る亡命ロシア人に対する資金援助政策のお
かげで、戦間期のチェコスロヴァキアには数
多くのロシア人学生・学者・文化人が訪れた
が、なかでもコンスタンチノープルのロシ
ア・ギムナジウムを遠くチェコスロヴァキア
のモラフスカー・トシェボヴァーまで生徒・
教員も含めて移動させる計画は、亡命ロシア
とチェコスロヴァキアの友好関係を象徴す
る出来事であり、その学校からは後にプラハ
のロシア文学を担う詩人たちが多数輩出さ
れた。この移転を検証することにより、亡命
の第二世代が亡命文化に果たした役割に新
たな光が当てられた。 
 
（6） 以上の 5 点を中心に、両大戦間のプ
ラハにおける文化の交錯の実態を検証する
ことによって、当時のチェコスロヴァキアは
亡命ロシアと友好的で緊密な関係を結んで
いただけでなく、西欧諸国以上にソヴィエト
文化と深いつながりを持ち、同時にソヴィエ
ト文化に独自の厳しい批判の視点を持って
いたことが明らかになった。このことは当時
ソヴィエト国内や中・東欧諸国などによく見
られた「スラヴは兄弟」だと説く汎スラヴ主
義的な傾向の意味に再検討を迫るものであ
るばかりでなく、亡命ロシアとソヴィエト・
ロシアの双方に向き合わざるをえない周縁
スラヴ諸国の立場を再認識させるものであ
り、戦間期ヨーロッパの文化史を国際関係論
につなげる新たな視野を切り開くものとい
えるだろう。 
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